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内
閣
府
の
沖
縄
政
策
の
う
ち
、
重
要
施
策
と
し
て
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
（
以
下
、
「
推
進
費
」
と
い
う
。
）
が
あ

る
。
推
進
費
は
、
沖
縄
の
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
（
ソ
フ
ト
交
付
金
）
を
補
完
し
、
迅
速
、

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
市
町
村
等
（
市
町
村
と
密
接
に
連
携
す
る
民
間
事
業
者
を
含
む
）
が
実
施
す
る
事
業
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
八
割
の
補
助
率
で
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
推
進
費
に
関
し
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

推
進
費
は
翌
年
度
以
降
に
も
継
続
す
る
事
業
が
多
く
、
多
額
の
繰
越
額
を
計
上
し
て
い
る
。
令
和
七
年
度
予
算
に
お
い

て
、
推
進
費
は
九
十
五
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
継
続
事
業
が
八
十
億
円
に
達
し
て
い
る
。
執
行
率
の
低
さ

も
目
立
ち
、
各
年
度
の
予
算
の
執
行
率
は
高
く
て
も
五
割
少
々
に
と
ど
ま
る
。 

 

１ 

翌
年
度
に
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
繰
越
し
あ
り
き
で
は
な
く
、
翌
年
度
に
当
年
度
支
出
と
し
て
改
め
て
補
助
金
を
交

付
す
る
方
が
、
各
会
計
年
度
の
経
費
は
そ
の
年
度
の
歳
入
で
支
弁
す
る
と
い
う
予
算
の
原
則
に
合
致
す
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

２ 

推
進
費
の
執
行
率
が
低
い
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
予
算
を
積
算
す
る
段
階
に
お
け
る
見
通
し
が
甘
く
、
十
分
な
も
の
と

な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
推
進
費
の
積
算
根
拠
も
含
め
て
政
府
の
見
解
を
問
う
。 



 

２ 

 

二 

推
進
費
に
お
け
る
継
続
事
業
分
の
予
算
は
、
沖
縄
県
が
査
定
・
配
分
す
る
ソ
フ
ト
交
付
金
に
予
算
計
上
す
る
こ
と
で
、
県

が
実
施
す
る
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
市
町
村
支
援
事
業
に
よ
り
、
財
政
力
の
弱
い
町
村
負
担
分
に
対
し
財
政
支
援
を
行

う
対
象
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
財
政
余
力
に
乏
し
い
自
治
体
が
申
請
し
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
均
衡
あ
る
県
土
の
発

展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

三 

推
進
費
の
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
が
実
施
す
る
補
助
対
象
事
業
は
成
果
目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
公
表

義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る
補
助
対
象
事
業
は
成
果
目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

公
表
義
務
が
課
さ
れ
て
い
な
い
理
由
及
び
、
そ
の
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

推
進
費
の
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る
補
助
対
象
事
業
へ
の
補
助
金
を
使
用
し
て
建
設
・
購
入
等
し
た
固
定
資
産
及
び
備
品

等
に
つ
い
て
、
①
国
に
所
有
権
は
な
く
、
民
間
事
業
者
の
所
有
物
と
な
る
と
聞
く
が
事
実
か
、
②
そ
れ
ら
の
固
定
資
産
及
び

備
品
等
が
換
金
目
的
な
ど
で
処
分
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
手
段
を
設
け
て
い
る
の
か
、
③
民
間
事
業
者
が
倒
産
し
た
場
合
、
国

に
所
有
権
が
な
い
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
公
金
が
投
入
さ
れ
た
財
産
の
処
分
を
防
ぐ
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
い
。 

五 

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
で
は
、
第
六
章
に
お
い
て
「
沖
縄
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
」

と
し
て
、
条
件
不
利
性
を
抱
え
る
北
部
や
離
島
の
地
域
の
振
興
等
に
係
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
定
め
て
い
る
。 



 

３ 

 

 
１ 

推
進
費
の
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る
補
助
対
象
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ
て
十
倍
以
上
の
差
が
開
い
て
お
り
、

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
お
け
る
「
沖
縄
の
均
衡
あ
る
発
展
」
と
の
目
的
に
合
致
し
て
い
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
差
を

是
正
し
な
い
理
由
は
何
か
。 

 

２ 

こ
の
よ
う
な
偏
り
が
生
じ
る
制
度
設
計
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

政
府
に
は
、
事
業
運
営
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
仕
組
み
と
し
て
、
総
務
省
行
政
評
価
局
が
行
う
行
政
運
営
改
善
調
査
の
行

政
評
価
・
監
視
制
度
、
財
務
省
の
予
算
執
行
調
査
が
あ
り
、
別
途
、
会
計
検
査
院
に
は
、
同
運
営
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
仕

組
み
と
し
て
会
計
検
査
が
あ
る
。
推
進
費
の
予
算
及
び
決
算
に
関
し
、
以
下
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
た
い
。 

 

１ 

総
務
省
行
政
評
価
局
が
行
う
行
政
運
営
改
善
調
査
の
行
政
評
価
・
監
視
制
度
の
対
象
と
な
り
う
る
か
。
な
り
う
る
場

合
、
対
象
事
業
の
選
定
方
法
を
含
め
て
伺
い
た
い
。 

 

２ 

財
務
省
の
予
算
執
行
調
査
の
対
象
と
な
り
う
る
か
。
な
り
う
る
場
合
、
対
象
事
業
の
選
定
方
法
を
含
め
て
伺
い
た
い
。 

 

３ 

政
府
は
、
会
計
検
査
院
の
会
計
検
査
の
対
象
と
な
り
う
る
と
考
え
る
か
。
な
り
う
る
と
考
え
る
場
合
、
政
府
は
、
対
象

事
業
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
適
切
と
考
え
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


